
 

 

 

 

 

 

 

日韓文化比較の授業では、教室での講義のほかに、 

定期的に外に出てフィールドワークを行っています。 

東京のどこかに出かけて、日本文化を学ぶとともに、 

外国語でどのように案内するのかを学びます。 

今回は、浅草散策の模様をお伝えします。 
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この日は、あいにくの雨でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



スタート地点の浅草文化観光センターで、 

今日の散策ルートの説明を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅草文化観光センターの向かい側にある雷門。 

観光客でにぎわっていますね。 

外国からの観光客もたくさんいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ここから、グループごとに分かれて自由に散策しました。 

日本人、韓国人、中国人の学生が一緒になって、 

観光案内の仕方や通訳の仕方などを話し合いながら歩きました。 

 

中間地点の伝法院前 

 

 

 

情緒溢れる街並みですね＾＾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、観光地・浅草を外国語でどのように案内するか、 

色々と勉強できたでしょうか？ 

次回も楽しみですね！！ 


